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　　　　　慢性関節 リ ウ マ チ に 対す る柴苓湯 の 使用経験
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○浦川 申弘

【目的】　 近年 、 慢性関節 リウ マ チ （以下 RA ）に対する漢方治療が 見直され っ っ あ る。

今回、RA に 対 し柴苓湯の 使用を試み 、治療 した症例を経験 した の で こ こ に 報告す る 。

【方法】　 RA 管理患者 1636 例中 、 主 として 虚実中間証で 、 腹証に おい て 胸脇苦満を

有する RA 患者 214 例 、 男性 14 例 、 女性 200 例に 対 しツ ム ラ 柴苓湯エ キ ス顆粒 1 日

9g を投与 し、 ラ ンス バ リ
ー活動性指数の 変化などを観察 した 。

【結果】　 脱落例 19 例を除 く 195 例 、 男性 10 例 、 女惟 185 例に つ き検討を加え た 。

経過観察期問は 1 ケ月〜 1年 1ケ）］、平均 10 ケ月で 、柴苓湯 単独使用例は 100 例、他

剤併用例 は 95 例 で あ っ た 。 195 例に 対す る効果 は 、 著明改 善 29 例（14．9％）、 改善

114 例 （58．5％）、軽度改善 36 例 （18，5％）、 不変 8例 （4．1％）、悪化 8 例（4．1％）であ っ た。

副作用出現 は 、 16 例 （8．2％）で 内容は 13 例 （6．7％）に消化器症 状、 2 例（1．0％）に軽度 の 肝

機能異 常 、 1例（0．5％）に動悸が 出現 した 。 副作用出現例の 11 ：で 中止 例は 6例 で 、残 り 10

例は症状 、 所見は軽度持続 して い たが継続投与可能で あ っ た 。 ラ ン ス バ リ
ー
活動性指数は

薬剤投 与後 1 ケ月後 よ り有意の 改善を見て お り、症例 に よ っ て は 、 1週闇で 症状の 改善が

み られた。 4 項日の 中で も朝の こ わば り及 び関節点数が有意に 改善をみ た。

【考 察】　 漢方に お い て 、RA は 水分の代謝障害 と並1腋 循環の 悪化が 原因と さ れ て い る 。

RA に用い られる漢方薬は 、 駆水剤 、 利水剤 と して の作用を持っ もの が 多い 。 柴苓湯は 、

小柴胡揚と五苓散の 合剤で 、そ の 薬理効果には利尿作用、抗炎症作用増強効果などが知 ら

れ て おり 、 利水剤に 分類され る 。
195 例を著明改善及び改善群 と軽度改善、不変及び悪

化群 との 2 群に 分け 、 薬剤投与前の 諸項 〔に 関して 比較検討を した 。 RA 罹病期間 、 朝の

こ わば り11寺閥、握力、免疫 グ ロ ブ リン IgG、　 IgAの項 目は、こ の 2群問で 有意の 差を認め、

罹病期間の長い例、RA 活動性の 高い 例は 、 比較的効果が少 な い こ とがわ か っ た 。 また 、

漢方単独投与 群 と他剤併 用群 との 改 善度の 違 い を 見たが ほ とん ど有意の 差はなか っ た。

【結論】　 今 lll1、　 RA に 対 して 随証 治療を行 い 柴苓湯を使用 した 。 柴苓湯は 単独投与また

は 他剤併用 に お い て 約 73 ％ の 例で 有効で あ っ た。重大な副作用 の 出現 もな く、随証治療

が なされ るな ら漢方治療は RA 治療の 第…選択薬として も位 置付け られ るもの と考え る 。
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